
「解答例」・「出題の意図」 

選抜区分 ２０２３年度 （選抜区分：学校推薦型選抜） 

経済学部  （科目名：小論文） 

推薦入試小論文では、友原章典著『移民の経済学―雇用、経済成長から治安まで、日本は変わ

るか』から一部を抜粋して課題文としました。この課題文は、既存の研究結果を紹介しながら、

単純労働者である移民が増えると女性の社会進出にどのような影響を与えるのか、また女性の社

会進出が労働市場にどのような影響を与えるのかについて論じている箇所です。読解するために

は数量的な分析結果からの考察を論理的に解釈する必要があります。 

 設問 1および設問 2は、課題文の内容を十分に理解したうえで、制限された字数内で簡潔に要

約する力を試す設問です。課題文の中で展開されている論理を理解することが求められます。設

問 3は、課題文の内容を踏まえたうえで、自身の考えを文章で論理的に表現する力を試す設問で

す。 

 

設問 1の解答例 

 

この設問に対して適切に解答するためには、本文中で説明される、単純労働者である移民が増

えることによって労働時間が増える女性の 3つの特徴、すなわち、女性の賃金が高い、長時間労

働が一般的である職業に就いている、教育水準が高い、をおさえなければなりません。またそれ

ぞれの特徴に対応した具体的な説明も必要です。 

 

 

 

 

 

 



設問 2の解答例 

 

 この設問に対して適切に解答するためには、戦争を契機に働き出した女性が大卒男性よりも高

卒男性と競合していたこと、これによって大卒男性よりも高卒男性の賃金が低下したことをおさ

えなければなりません。 

 

設問 3の解答例 

 

 この設問に対して適切に解答するためには、まず課題文で挙げられた数量的な分析結果や自身

の知識をもとに、単純労働者である移民受け入れがどのような影響をもたらすかを検討したうえ



で説明しなければなりません。そのうえで、その影響がどのような観点から望ましいのか、ある

いは望ましくないのかを説明しなければなりません。例えば解答例では、本文のコルテスとテサ

ーダの研究結果から、単純労働者である移民の受け入れは「一部の女性」が働きやすくなること

で、リーダーの役割を担うのにつながるのではないかと推論しています。またそのことは男女平

等な社会を築くという観点から、望ましいと論じています。解答例では、続いて、所得格差や女

性間の社会進出格差を拡大する可能性があることから、望ましくないとも論じています。 

 課題文で挙げられた分析結果や自身の知識をどのように組み合わせるかによって、移民受け入

れがどのような影響をもたらすかについての多様な推論が可能です。また、その影響は多様な観

点から評価できます。唯一の解答はなく、課題文と整合的な範囲で多様な解答が許容されます。

設問に対して適切に論じていること、自身の考え方を適切に表現していることが大事です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


